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12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
１
９
号
「
新
た
に
生

じ
た
土
地
の
確
認
及
び
町
の

区
域
の
変
更
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
公
有
水
面
の
埋
め

立
て
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
地

を
、
地
方
自
治
法
第
９
条
の

５
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

新
た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て

確
認
し
、
第
２
６
０
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
隣
接
す

る
町
の
区
域
に
編
入
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

　
新
た
に
生
じ
た
土
地
は
、

幸
陽
船
渠
株
式
会
社
が
、
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
用
地

と
し
て
、
平
成
25
年
10
月
18

日
に
埋
立
免
許
を
受
け
た
の

ち
、
26
年
２
月
１
日
に
今
治

造
船
株
式
会
社
に
、
そ
の
権

利
が
承
継
さ
れ
、
埋
立
工
事

が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、

昨
年
10
月
１
日
付
け
で
竣
功

認
可
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ

を
確
認
し
、
隣
接
す
る
幸
崎

能
地
二
丁
目
の
区
域
に
編
入

す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
埋
め
立
て
に
よ
る
環
境

へ
の
影
響
は
。	

答
環
境
対
策
に
つ
い
て

は
、
埋
立
免
許
の
申
請
を
さ

れ
た
際
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

生
態
系
な
ど
へ
の
影
響
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
へ
の
対
応

を
記
し
た
申
請
書
に
よ
り
広

島
県
か
ら
免
許
を
受
け
、
埋

立
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
環
境
へ
の
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
埋
め
立
て
ら

れ
た
土
地
の
地

番
、及
び
地
目
は
。

答
本
案
議
決
の

後
、
市
長
に
お
い

て
埋
立
地
を
幸
崎

能
地
二
丁
目
の
区

域
に
編
入
す
る
旨

の
告
示
を
行
い
、

広
島
県
、
国
土
交

通
省
、
法
務
局
な

ど
の
関
係
機
関
へ

通
知
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ

の
後
、
事
業
者
で
あ
る
今
治

造
船
株
式
会
社
に
お
い
て
、

法
務
局
に
て
土
地
の
表
示
登

記
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
こ

れ
ら
の
手
続
き
を
経
て
地
番

が
決
定
す
る
。

　
地
目
に
つ
い
て
も
、
表
示

登
記
の
際
に
決
定
す
る
が
、

過
去
に
実
施
さ
れ
た
同
様
の

埋
め
立
て
の
例
に
よ
る
と
、

今
回
の
埋
立
地
も
宅
地
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

【
採　
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
２
２
号　
三
原
市
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
要
旨
】
対
象
児
童
を
小
学

校
全
学
年
に
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

の
資
格
要
件
等
を
改
め
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
平
成
27
年
4
月
1
日
か

ら
対
象
が
拡
充
さ
れ
る
が
、
市

の
受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
か
。

答
現
状
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

活
動
ス
ペ
ー
ス
で
、
来
年
度

の
1
年
か
ら
6
年
生
ま
で
の

希
望
児
童
数
に
対
し
、
一
人

当
た
り
の
面
積
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
た
ク
ラ
ブ
か

ら
順
次
対
象
を
拡
大
し
て
い

く
。
4
年
生
ま
で
拡
充
す
る

ク
ラ
ブ
が
５
ク
ラ
ブ
、
6
年

生
ま
で
拡
充
す
る
ク
ラ
ブ
を

３
ク
ラ
ブ
予
定
し
て
い
る
。

問
運
営
時
間
に
つ
い
て
、

開
所
時
間
の
８
時
を
さ
ら
に

早
め
、
終
了
時
間
を
19
時
ま

で
に
で
き
な
い
か
と
い
う
保

護
者
の
声
を
聞
く
が
、
延
長

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
。

答
引
き
続
き
子
ど
も
子
育

て
会
議
で
協
議
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。
ま
ず
は
、
児

童
数
や
余
裕
教
室
の
状
況
、

保
護
者
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
ふ

ま
え
て
、
早
急
に
全
ク
ラ
ブ

の
対
象
学
年
の
拡
充
か
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
議
第
１
２
０
号
ほ
か
９
件

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
、
提

案
理
由
を
了
と
し
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

請
願
審
査

「
請
願
26
第
１
号　
現
在
の

船
木
小
・
南
方
小
を
存
続

し
、
統
合
は
、
北
方
小
学
校

と
船
木
小
学
校
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
」
を
審
査
。

【
委
員
の
意
見
交
換
】

　
説
明
責
任
に
つ
い
て
、
反

省
す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
す

で
に
平
成
26
年
６
月
議
会
に

お
い
て
現
行
案
で
の
増
改
築

事
業
の
予
算
が
可
決
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
時
点
で
あ
る
程

度
住
民
合
意
は
得
ら
れ
て
い

る
と
判
断
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
統
合
校
に

向
け
子
供
達
の
交
流
等
準
備

も
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
、

地
域
の
方
々
の
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
計
画
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
を
加
え
た
う
え
で
、
不
採

択
の
立
場
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

【
討
論
・
採
決
】

　
採
択
の
立
場
で
、
請
願
の

趣
旨
を
受
け
止
め
て
２
校
統

合
の
も
う
一
度
基
本
に
戻
っ

て
住
民
の
み
な
さ
ん
と
柔
軟
な

対
応
を
し
て
統
合
に
関
す
る
考

え
方
を
合
意
と
納
得
の
う
え
で

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
、
本
請
願
は
不

採
択
と
な
っ
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

新たに生じた土地

児童クラブ名 開設場所 定  員 対象学年
円一･円一第２ 南小学校内 60人 １～４年生
糸　崎 旧糸崎幼稚園 30人 １～６年生
小　坂 沼北小学校内 20人 １～４年生
大　和 大和小学校内 45人 １～４年生
久　井 久井中学校内 40人 １～４年生
沼　田 沼田小学校内 20人 １～６年生
船　木 船木小学校内 20人 １～６年生

平成27年度から対象学年を拡充する放課後児童クラブ
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12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
３
０
号　
「
三
原
市

小
規
模
土
砂
埋
立
行
為
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】「
広
島
県
土
砂
の

適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
る
許
可
の
必
要
の
な

い
、
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
小
規
模
な
土
砂
埋
立
行

為
の
う
ち
、
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
２
千
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
面
積
を
対

象
に
、
土
砂
処
理
の
適
正
化

を
目
的
と
し
て
、
土
砂
埋
立

行
為
の
許
可
及
び
土
砂
搬
入

禁
止
区
域
の
指
定
を
行
う
こ

と
な
ど
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
第
３
条
（
市
の
責
務
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
無
秩

序
な
土
砂
埋
立
行
為
を
防
止

す
る
た
め
の
必
要
な
施
策
を

推
進
す
る
も
の
と
す
る
」
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る

の
か
。

答
条
例
の
概
要
を
市
の
広

報
へ
掲
載
し
た
り
、
チ
ラ
シ

等
を
市
の
登
録
業
者
へ
配
布

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
本
条

　
平
成
26
年
11
月
18
、
19

日
に
議
会
広
報
特
別
委
員

7
名
で
愛
知
県
の
額
田
郡

幸
田
町
と
日
進
市
に
視
察

に
行
き
ま
し
た
。

　
視
察
目
的
は
、
市
民
に

見
て
も
ら
え
る
広
報
誌
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
広

報
誌
と
い
う
２
点
で
す
。

❶
見
て
も
ら
え
る
広
報
誌

　
「
幸
田
町
」

　
幸
田
町
は
こ
れ
ま
で
町

村
議
会
広
報
の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
何
度
も
表
彰
さ

れ
て
い
る
自
治
体
で
す
。

　
先
ず
最
初
に
驚
い
た
こ

と
は
表
紙
で
し
た
。

　
表
紙
に
は
、
発
行
時
期

に
あ
っ
た
行
事
等
で
人

（
子
供
）
を
主
体
に
撮
影

し
た
も
の
を
貼
り
付
け
、

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
が

写
る
こ
と
で
若
い
世
代
に

も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

文
章
は
文

字
数
を
少
な

く
し
、
問
い

と
答
え
を
短

く
簡
潔
に
配

置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
写

真
を
多
く
使

例
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

問
本
条
例
は
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
住

民
か
ら
以
前
に
施
工
さ
れ
た

危
険
な
箇
所
等
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

わ
れ
る
の
か
。

答
現
在
、
県
条
例
で
は
、

土
砂
埋
立
区
域
の
面
積
が
２

千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で

あ
っ
て
も
、
市
民
生
活
に
危

険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
土
砂
埋

立
行
為
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
よ
う
な
罰
則
規
定
は
な
い

が
、
市
が
是
正
指
導
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
地
域
住
民
か
ら
通
報
等
が

あ
っ
た
場
合
は
、
現
地
を
調

査
し
、
土
地
の
管
理
者
等
に

対
し
て
是
正
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
是
正
指
導
だ
け
で
は
強

制
力
が
な
く
、
実
際
、
他
市

で
は
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
て

い
る
。
災
害
に
対
し
て
地
域

住
民
が
敏
感
に
な
っ
て
い
る

今
日
、
行
政
は
罰
則
を
念
頭

に
厳
し
い
態
度
で
臨
む
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
対
応
と
し

て
は
ど
の
程
度
ま
で
考
え
て

う
こ
と
で
市
民
の
方
が
分

か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
は
市
民
に
議

会
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要

な
手
段
と
考
え
、
全
て
の

議
員
が
広
報
業
務
に
携
わ

る
こ
と
を
目
標
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

❷
構
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
広
報
誌　
「
日
進
市
」

　
本
市
と
同
じ
形
式
で
表

紙
は
カ
ラ
ー
、
そ
の
他
は

２
色
刷
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
本
市
と
大
き
く
違
う
点

は
、
一
般
質
問
の
構
成
と

季
節
に
合
わ
せ
た
配
色
、

写
真
の
大
き
さ
等
で
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
決

ま
っ
た
内
容
（
予
算
、
条

例
等
）
は
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
誰
が
見
て

も
一
目
瞭
然
で
、
行
政
用

語
も
最
小
限
に
留
め
て
い

ま
し
た
。

い
る
か
。

答
今
後
は
、
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
に
つ

い
て
は
罰
則
が
適
用
で
き
る

が
、
条
例
に
違
反
す
る
か
ら

と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
罰
則

規
定
を
適
用
す
る
の
で
は
な

く
、
災
害
を
防
止
し
、
市
民

生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
一
番
の
目
的
で
あ
る
の

で
、
違
法
な
行
為
に
対
し
て

は
実
態
を
調
査
し
、
厳
し
い

是
正
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
土
砂
処
理
の
適
正
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
採　
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
新
人
議
員
は
、
任
期
４

年
の
中
で
必
ず
広
報
業
務

を
経
験
す
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
視
察
後
の
今
後
の
取
り
組
み
」

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
で

は
な
く
、
幅
広
い
市
民
の

皆
さ
ん
が
知
り
た
い
、
読

ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う

な
内
容
に
改
革
し
て
い
か

な
い
と
意
味
が
な
い
と
い

う
意
見
が
委
員
の
中
か
ら

多
く
出
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら

①
表
紙
の
写
真
を
委
員
全

員
で
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
に
行

く
。
②
写
真
を
多
く
使
う
と

い
う
２
項
目
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
に
分
か
り

や
す
い
議
会
広
報
誌
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

経
済
建
設
委
員
会

土砂の適正な処理を推進

幸田町議会だより

視察市  日進市での議会広報特別委員

議会広報特別委員会視察報告


